
　日本水道協会第80回全国総会が10月26日から

28日まで北九州市で開催されます。北九州市は、昭和

38年に当時「世界の奇跡」と言われたように門司・小

倉・若松・八幡･戸畑の5つの市が対等合併して生まれ

た全国6番目の政令指定都市です。

　明治から大正にかけて国際貿易港として栄えた「門

司」、小笠原15万石の城下町で賑わった「小倉」、筑豊

地区から石炭の積み出し港として栄えた「若松」、官営

八幡製鐵所の操業を契機に、日本の近代化を支える一

大工業都市となった「八幡」、大正時代より水産基地と

して発展し、後に八幡と双璧をなす産業集積地となっ

た「戸畑」の5つの個性を残しつつ現在の北九州市を構成しています。　

　今回の現地探訪では、給水開始から今年で100周年を迎える「北九州市の水道」の歩みを振り返るととも

に、100周年を記念して開催されているイベントについて、そして重点的に取り組まれている事業等をご紹

介いただきました。併せて北九州市のまちの魅力についても総務経営部の橋本部長にお聞きしました。
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総務経営部長  橋本 哲治
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●旧門司市（水道創設時の給水管布設）

●旧戸畑市（配水管布設工事）

●穴生浄水場

―100周年を迎えた北九州市の水道、まず創設

の頃を振り返っていただけますでしょうか。

部長　北九州市の歴史を語る上で、大陸に近いこ

と、本州との結節点である関門海峡があったこ

と、そして筑豊炭田、この3つの要素を外すこと

はできません。筑豊炭田の石炭を上海や香港、シ

ンガポールに輸出する港が門司港でした。門司港

では、当時コレラが流行しました。その対策とし

て、九州で3番目に旧門司市の一部で水道が創

設され、それ以後、若松、小倉、八幡、戸畑と給水

を開始しました。その後、都市活動を支える重要

なライフラインとして発展し、今年100周年を迎

えました。

　旧五市は、それぞれの地理的条件を活かしなが

ら北九州工業地帯として、我が国4大工業地帯の

一つに数えられるまでに発展しました。しかし、旧

各市が依存しなければならない水源が大部分遠賀

川に限られていたため、水利権や財政負担能力か

ら見ても、単独で用水問題を解決することは非常

に困難でした。このような用水問題を抜本的に解

消して水源を確保するとともに、健全財政の確立

を図るため、昭和２６年国土総合開発の特定地域に

指定されたのを契機に、翌２７年４月１５日、旧門司市

を除く四市と福岡県との協議により、北九州水道

組合を設立しました。

　北九州水道組合は、設立後直ちに遠賀川に水源

を求め、拡張工事に着手しました。既に県営用水事

業として、伊佐座取水場と頓田第1貯水池が造ら

れていましたが、この事業で頓田第2貯水池と穴

生浄水場を完成させました。その結果組合設立当

時、１日１５万６，０００m3 であった給水能力は、２８万

８，０００m3に増大しました。

　また、昭和３５年には、第1次工業用水道が完成

し、八幡製鐵所ほか10社に給水を始めました。そ

の後、上水道第2期拡張事業および第2次工業用

水道事業に着手しましたが、北九州市水道局の発

足に伴い、その事業を引き継ぎました。

　北九州市が誕生した翌年の昭和３９年１月１日に、

門司水道部と北九州水道組合との合併が成立し、

同時に北九州市水道局が発足することとなりまし

た。これに伴い、福岡県は脱退し、本市は、新たな

観点に立って、施設の拡張および改良と運営の改

善を図っていくことになり、第2期から第5期まで

の上水道拡張事業、第2次および第3次の工業用

水道事業、産炭地域工業用水道事業を進め、現在

に至っています。
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北九州市発足以後の事業の沿革
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事業名

第2期拡張　　北九州水道組合
第4期拡張　　門司水道から継続

第　3　期　拡　張

第　5　期　拡　張

第　4　期　拡　張

創設（給水対象：宗像市、福津市、古賀市、新宮町）

北
九
州
市
工
業
用
水
道
事
業

産炭地域小水系用水開発事業

第3次工業用水道布設事業

第1次・第2次工業用水道布設事業

第2次工業用水道布設事業

第1次工業用水道布設事業

計

起工年月

昭和３５．４

昭和４１．４

昭和５０．１

平成１８．１１

昭和３２．４

昭和３５．４

昭和４７．４

昭和４６．７

昭和４４．４

昭和５２．１

竣工年月

昭和４２．３

昭和５１．３

昭和５９．３

平成２３．３

昭和３５．５

昭和４４．３

昭和５２．５

昭和５８．８

昭和５８．８

平成２０．３

給水能力（m3／日）

３９５，０００

６０９，０００

７１０，０００

２０，０００

７０，０００

１１２，０００

―　　

４７，０００

２５，０００

２５４，０００

７６９，０００

主　な　工　事

力丸貯水池建設
穴生浄水場建設

油木貯水池・ます渕貯水池建設
井出浦浄水場築造

遠賀川河口堰建設
猪熊取水場、本城浄水場築造

耶馬渓ダム、平成大堰建設
井出浦浄水場拡張、藍島水道整備、
平尾台水道整備、新北九州空港、高度浄水施設
葛牧浄水場の廃止及び取水場化

本城浄水場（八幡西区）～新宮町送水管布設

遠賀川取水工事（伊佐座）
畠田浄水場築造

引野浄水場築造、力丸貯水池建設、
頓田貯水池かさ上げ

既設取水場・浄水場の排水処理施設整備

同上

遠賀川河口堰建設
本城浄水場・小竹配水池築造

（平成23年4月1日現在）

●井手浦浄水場

―北九州市が誕生してからこれまでに至る中で、印

象的な出来事などがあれば、コメントいただけます

でしょうか。

部長　北九州市の水道は、渇水との闘いの歴史で

もあります。水道局発足当時は水資源に恵まれず、

水不足解消のため市域外に水資源を求め、力丸、

油木貯水池を完成させましたが、その後も度重な

る渇水のため、遠賀川にも河口堰を完成させまし

た。現在では水源の8割を市外に求めています。

　その後、水源能力の安定化を目指し第5期拡張

事業において耶馬溪ダム、中津大堰建設、井手浦

浄水場拡張などを実施した結果、１日の供給能力

は5市合併当時の３２万１,０００m3から７６万９,０００

m3と2倍以上となり、安定度は大幅に向上し、現

在では『渇水に強い北九州市』を誇れるようになり

ました。

●高度浄水処理施設（本城浄水場）
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―渇水で最も苦しまれたのはいつ頃でしょうか。

部長　昭和42年、43年の連続渇水と、最も長か

ったのは昭和53年です。170日間の給水制限を

行いました。現在、百年史を編纂しているのです

が、その資料を見ていると先人達の苦労が分かり

ます。これもひとえに水源地や北九州市民の皆さ

まの水道事業に対するご理解とご協力および水道

に働いた多くの諸先輩方が多くの困難を克服して

残された努力の賜物だと思います。

―水源開発、浄水場の竣工と増え続ける水需要に

対応されてきましたが、この数年の水需要はいかが

でしょうか。

部長　少子化による人口減少、節水型の機器の普

及、大口需要者の地下水への転換などで水需要は

減少傾向にあるなど、全国の水道事業者と共通の

課題を抱えています。将来の水需要に見合った施

設規模にして、事業を展開しようと考えています。

現在確保している水源を維持し、『渇水に強い北

九州市』の良い部分を活かして様々な施策に取り

組んでいます。

―事業選択の判断がとても難しいですね。

部長　そのとおりです。現在の施設能力は維持し

つつ、周辺市町村との広域化などを進めていけれ

ばと考えています。現有施設の劣化度と中長期的

な水需要の予測を行った上で判断していくことに

なりますが、難しい選択を迫られそうです。当然で

すが事業の広域化ついては、周辺市町村とWIN-

WINの形で進めていくことが前提です。

―話は変わりますが、100周年で様々なイベント

を今年度予定されているそうですね。

部長　北九州の水道は明治44年に旧門司市で給

水開始して以来、平成23年で100周年を迎えま

す。そこでこれまでの100年を振り返り、市民の

皆さまに水道事業に対するこれまでの『ご理解』

『ご協力』に感謝を表すとともに、今日の水道を築

き上げた先人の『思い』や『技術』を次世代に引き

継ぐため、『これからもずっと、水が使える安心を』

のコンセプトのもと、『北九州水道100周年記念

事業』を実施することとしました。

　既にプレイベントとして、『水道100年のあゆみ

展示会』を市内各所で開催し、水道週間の6月5日

には門司港レトロ地区で『水わくわくフェスタ

●北九州水道100周年を記念して造られた記念蛇口

●水わくわくフェスタ
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2011』を開催し、その中で100周年の記念蛇口

の除幕式を行いました。

　そのほかに、絵画・写真コンクール、遠賀川沢登

り体験交流会、JR小倉駅や勝山橋にクールミスト

の設置などを実施しています。

　100周年の記念を形に残したいということで

若松区のグリーンパーク内に建設中のウォーター

ハウスに記念モニュメントを設置し、また、小倉北

区の紫川に隣接する水環境館内に水循環や水道

の仕事を学べる水道展示物を設置します。

　また、10月24日から28日までの5日間を『北

九州水道ウィーク』と銘打ち、『日本水道協会総

会』と『北九州水道100周年記念式典』等の行事

を組み合わせ、大々的に開催することにより、東日

本大震災の被災地並びに被災地に行かれた全国

各地の水道関係者に各種催しを通じて、元気を送

り届けたいと考えております。

―ボトルウォーターを販売されているそうでうね。

部長　このボトルウォーターは、平成22年より北

九州水道100周年記念事業の一環として作製し

ており、100周年PR用として配付したり、災害時

の備蓄用として活用しています。この度、北九州市

水道水のおいしさを広く市民の皆さまに知ってい

ただくとともに、また災害時の備えとして活用して

いただけるようにとの思いから販売することとし

ました。水は、ヤマメの飼育と、ワサビの栽培を行

っている井手浦浄水場の水を使っています。なお、

販売による売上金については、当分の間、東日本大

震災の義援金として寄付いたします。

●小倉駅前のクールミスト

●ボトルウォーター

●やまめの池（井手浦浄水場）

●やまめの里全景（井手浦浄水場）
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―現在取り組まれている重点事業についてお話い

ただけますでしょうか。

部長　震災等の自然災害や大きな事故に対しバッ

クアップ機能の強化や、経年劣化の著しい施設の

更新、水道施設の耐震化など、危機管理体制づくり

に取り組んでいます。具体的には、老朽化した埋設

管を離脱防止の管に順次取り替えています。

　また、減少傾向が続く収入を確保するために、豊

富な水源、高度な技術や人材、国際貢献で築き上

げたアジア諸国との人脈など、本市が持つ強みを

活かして、市内需要の掘り起こしや『広域連携』、

『海外水ビジネス』による収入増を図るとともに、

将来の水需要に見合った施設の再構築の検討や

「組織の効率化」などの一層の経費削減にも取り

組んでいます。

　このほか、「遠賀川の水質改善」や「塩素臭の改

善」など市民ニーズが高い「おいしい水」への対

応、太陽光パネルの設置による自然エネルギーの

活用など、本市が目指す低炭素社会の実現に向け

た取組みも積極的に進めるなどして、「安全でおい

しい水を安定的に供給する」という水道の使命の遂

行に向けて全力で取り組んでいます。

　　　　

―今年は、東日本大震災があり、その後も各地で

大きな地震が起こっていますね。

部長　東日本大震災において亡くなられた方々の

ご冥福をお祈り申し上げ、被害を受けられた方々

に心からお見舞い申し上げます。

　今回の震災で電気・ガス・水道などのライフライ

ンが壊滅的被害を受け、市民生活に重大な支障が

生じました。この災害は、震災等の自然災害や大き

な事故にも対応できる万全の危機管理体制づくり

が必要であることを再認識させられた出来事であ

ると思います。

　そこで本市水道局では老朽管の更新や水道施

設の耐震化などを早期に進め、強固な水道施設の

構築を図るとともに、万一の場合でも最低限の給

水が確保できるよう、3つの基幹浄水場をループ

化する「水道トライアングル構想」や「応急給水拠

点の整備」の実現、更には非常用飲料水袋などの

備蓄により、災害に強い水道を目指します。24年

度には、戸畑と若松間を結ぶ新若戸道路の竣工と

ともに3つの浄水場が結ばれて、トライアングル構

想が完成し、バックアップ機能がより強化されま

す。

―災害時のリスクを想定して、様々な事業に取り

組まれているのですね。県内の福岡市とも連絡管

が結ばれたそうですね。

　

部長　はい、平成18年度より整備を進めてきた、

緊急時に本市と福岡都市圏間で1日最大5万m3

の水道水を相互融通する『北部福岡緊急連絡管事

業』を本年4月より供用開始しました。この『緊急

連絡管』の本市管轄ではダクタイル鉄管を布設し

ています。また、緊急連絡管の水質を保持するた

めの維持用水を活用した『北九州市水道用水供給

事業』によって本年4月1日より福岡都市圏（宗像

市、新宮町）へ1日あたり、1.3万m3の水道水供

給を開始しました。

　また、平成28年4月から福津市、古賀市を加え

た3市1町に2万m3の水道水の供給を行う予定

です。
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（福岡県の水道　平成20年度版より）

福岡県 福岡都市圏 北九州市
（福岡市等 17市町）

給水人口 約470万人
約230万人 約100万人
（49％） （21％）

給水量 給水の程度
給水可能人口

（5万m3／日のとき）

3l／人・日 飲料水（生命維持用水） 約1,700万人

20l／人・日 飲料水＋炊事用水等 250万人

250l／人・日 日常の生活用水 20万人

（福岡県地域防災計画　平成22年度版より）
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●門司港駅

―パンフレットの表紙に見かけるマスコットキャラ

クター、これはどのように決められたのですか。

部長　デザインは平成5年の北九州市制30周年

時に、水道局職員の職員提案によるアイデアを採

用しました。名前は『スイッピー』と言いますが、こ

れは一般公募で決定しまして、水（スイ）と幸せ（ハ

ッピー）から由来したものです。『スイッピー』は、

小さな子どもたちに大人気で、水道局主催各種の

イベント等で活躍しています。

―多くの水道関係者が10月に北九州を訪れま

す。見所をアピールしていただけますか。

部長　北九州市の見所と申しますと、

◇大正ロマンの雰囲気漂う建物が建ち並ぶ『門司

港レトロ地区』

◇国の天然記念物に指定されたカルスト台地が広

がり、無数の石灰岩が羊の群れのように見える

『平尾台』

◇『皿倉山』から見る100億ドルの夜景など観光

スポットが数多く存在します。

　さらに、北九州の食のお勧めですが、

◇関門海峡・玄界灘の荒波にもまれた新鮮な『魚

の刺身』は歯ごたえがあり絶品です。

◇筍料理の本場・京都大阪の市場でも高い評価を

受ける『合馬のたけのこ』は柔らかくアクが少な

い北九州市のブランド品です。

◇サバやイワシなどの青魚を醤油やみりん、山椒

などで煮込み、そこへ『ぬかみそ』を入れて炊い

た『ぬかみそ炊き』は、ご飯にもお酒にも合う北

九州市の郷土料理です。

　この他にも、『小倉牛』、『関門海峡たこ』、『関門

のふぐ』、『西日本一の生産量を誇るキャベツ』な

ど山海の幸が勢揃いしています。

　また、小倉、門司は今流行のB級グルメ『焼きう

どん』『焼きカレー』発祥の地でもあり、一度ご賞

味いただけたらと思います。

●スイッピー

全
国
の
皆
さ
ん

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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リレー
エッセイ

　ガブリエラ・アンデルセン”という名前だけで彼女を思い浮かべた人は何人いる

だろうか。1984年ロス五輪女子マラソンの・・・と名前の前につけても知っている

人は段々少なくなってきただろう。彼女は、アメリカのジョーン・ベノイトが2時間

24分52秒のゴールタイムでオリンピック初代金メダリストとなった約20分後、

競技場に現れた。しかし、観客が目にしたのは、ふらつきながらゴールに向かってい

るアンデルセンの姿だった。

　熱中症にかかっていることは誰の目にも明らかだったが、トラックサイドの係員に

対し彼女はゴールする意思表示をしていた。一方で、トラックサイドの医師は彼女

がまだ汗をかいていたことから、まだ彼女は体の恒常性が保たれていると判断し、

ゴールラインを割るまで続けさせた。

　彼女の右足はほとんど動いておらず、右手はぶらつき夢遊病者のような中、競技

場の大観衆の声援の後押しによって、競技場に入ってから5分44秒後も経過し、

なんとか完走を果たした。ゴールすると同時に、係員に抱え込まれ医務室に運ばれ

たが、大事には至らなかった。

　私は、初マラソンに挑戦しようと練習していた時期でもあり、この光景は今でも

はっきりと覚えている。そして、このとき初めて熱中症の恐ろしさを知った。それま

での私は、体質が汗かきでないため、運動中に水を補給することは二の次で、いか

に速く予定地点に到着することしか考えていなかった。また、若いから大丈夫とい

った、熱中症の症状からすると根拠のない無恥な自分がいた。その後は、マラソン

大会でも長距離のLSD(Long slow distance:長距離をゆっくり走る)でも、常に

喉が渇く前に少しずつでも水を口に含むよう気にかけている。

　各地の大都市マラソンが予定される中、ランニング熱が急激に上昇し、周りの雰

囲気や誘いに乗って、今まで長距離を走ったことの無い方でも自分の限界に挑戦

しようとされるのではないだろうか。そこで、気をつけていただきたいのが練習中

の水分補給である。

　走ろうと考えている方は、自分が思いつく練習コースがあると思う。

　まず、夏季はできるだけ日影の多い公園を選ぶことが大切である。公園は、木陰

で直射日光からさえぎられる点や砂道でアスファルトの反射熱の影響を受けない。

自動車等で移動が必要でも格好の練習場となる。さらに、適所に水飲み場がある

ランニングで必要な水分補給
神戸市水道局技術部計画課　主幹　熊木　芳宏
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ことが多く、必要な時に水分補給が出来る。水分補給用のバックや自動販売機を探

す必要がないといったメリットもある。ただし、周回コースとなることが多いため、

挫折しやすいといったデメリットがる。

　次に、長距離の練習では、ロードに出て走る距離を稼ぐことが必要となる。マラ

ソンは、35km以後がスタミナ切れとなることから、練習では最低20kmは走って

おくことが推奨されている。この距離を周回コースの公園で走るとすると飽きて

くる。夏季のロード練習では、帽子は必需品だが、それ以上に忘れてはならないの

が水分である。ディバックまたはウエストバックに、タオルでくるんだペットボトルや

水筒を入れておくことをお勧めする。小銭を持って自販機を見つけて水分補給と

いう手段もあるが、必要としているときに自販機が無いことや、必要以上に飲みす

ぎてお腹をこわすことがある。少し重いが持っていれば安心である。

　そして、走った後のビールは格別。夏季の(年中でもあるが)ランニング後の楽し

みであり、渇いた喉にはオアシスとなる。ただ、水分補給と称して飲みすぎてはい

けない。

　というのも、ビールには体の中から水分を出す働き（利尿作用）がある。ビール

（お酒）をたくさん飲むと、トイレに頻繁に行きたくなる。走り終わった後というの

は、体の中の水分が不足している状態。この状態のときに、体に水分を補給せずに、

先にビールを飲んでしまっては、体の中はランニングで失った水分のほかに、ビー

ルの利尿作用によってさらに水分が足りない状態になってしまう。 わかっていて

も飲みすぎてしまう。仕方がない！

　このように、ランニングでは水分補給が欠かせない。上手く水分補給をすること

で、楽しく、息長くランニングを続けていきましょう。
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ＧＸ形ダクタイル鉄管用
ゴム輪の耐久性について

1.はじめに
　前号において、ＧＸ形ダクタイル鉄管（呼び径
75～250）の設計について紹介した。
　今回は、ＧＸ形ダクタイル鉄管のゴム輪の長期
耐久性について紹介する。
　昭和25年にメカニカルジョイントが市販されて
から今日に至るまでダクタイル鉄管の継手部には
ゴム輪を用いた水密機構が用いられてきた。ゴム
輪による水密性能が優れていることは長きにわた
る実績に示されているが、ここでは、実際に長期
間使用されたゴム輪の物性について、①既設管
より回収したゴム輪、②実際の継手に組み込ん
だ状態で長期間水中に浸漬したゴム輪を用いて
調査および試験を行った結果を示す。
　さらに、上記の長期間にわたる実績から得られ
た知見を基に、ＧＸ形ゴム輪を接合状態で100年
相当加熱促進し、ゴム輪の圧縮永久ひずみ率の
調査および水密性調査を行った結果を示す。

2．既設管より回収したゴム輪の調査結果
2.1　調査ゴム輪

　表1に調査したゴム輪の一覧を示す。ゴム輪
はいずれも上水道で使用されたものであり、管路
更新等で撤去された管から回収した。

表1　調査ゴム輪一覧

継手形式 呼び径 埋設年数 調査本数

Ｔ形 100～250 8～36年 22本

Ａ形 100～300 13～45年 18本

Ｋ形 150～700 5～32年 5本
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図2　Ｔ形ゴム輪バルブ部引張強さ
図3　水密性調査方法

表2　水密性調査結果

水圧（MPa） Ｋ形 Ｔ形 ＳⅡ形 ＮＳ形

0.5

1.0 すべて漏洩なし

2.0図1　Ｔ形ゴム輪バルブ部硬さ

3．長期間水中に浸漬したゴム輪の試験
結果

　ゴム輪を継手に組み込んだ状態で最長10年
間水中に浸漬した後、水密性、圧縮永久ひずみ
率の調査を行った。

3.1　供試管およびゴム輪

　呼び径150のＴ形、Ｋ形、ＳⅡ形、ＮＳ形継手お

2.2　調査項目

　JWWA K 156 「水道施設用ゴム材料」に基づ
き、硬さ試験、引張試験を行った。
2.3　調査結果およびまとめ

　一例としてＴ形ゴム輪バルブ部の調査結果を
図1～2に示す。時間の経過に従って、硬さは上
昇し、引張強さは低下する傾向が認められたが、
いずれも変化量は小さかった。Ａ形、Ｋ形のゴム
輪についても同様であり40年以上使用された場
合においてもゴム輪の物性変化は僅かであり当
初の水密性を保持していると考えられる。

よびゴム輪（材質：ＳＢＲ）を用いた。継手およびゴ
ム輪はそれぞれ4組準備し、6ヶ月、1年、3年、10
年後に回収した。

3.2　調査方法および結果

　水密性調査は継手部に所定の水圧を負荷し
た状態で10分間保持したが(図3)、すべての継
手で圧力低下や漏洩はなく良好な水密性を維
持していた（表2）。
　水密性調査後の継手を解体し、ゴム輪の各部
寸法を測定し圧縮永久ひずみ率を求めた。圧縮
永久ひずみ率は時間の経過に従って増加する
傾向が認められ、10年後で31～40％であった
（図4）。
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4．加熱促進後のゴム輪を用いた試験結果
　100年相当加熱促進させたゴム輪を用いて、
圧縮永久ひずみ率の調査および水密性調査を
行った。

Ａ：許容圧縮永久ひずみ率
Ｂ：水密性を確保するために必要なゴム輪の圧縮率
Ｃ：継手接合時のゴム輪の圧縮率

A＝　1－  ――　×100 （％）
B

C（ ）

図4　圧縮永久ひずみ率の経時変化

　継手部が水密性を確保するために必要なゴム
輪の圧縮率（Ｂ）は8％とされている1）。継手接
合時のゴム輪の圧縮率（Ｃ）は37～43％である
ことから、圧縮率8％以上を得るために許容できる
圧縮永久ひずみ率は78％以下となる。今回の
調査結果（図4）より100年間使用した場合でも
圧縮永久ひずみ率は60％以下であり、水密性を
確保するために必要な圧縮率を維持するものと
考えられる。

4.1 ゴム輪

　圧縮永久ひずみ率の調査では、呼び径100
のＧＸ形、Ｔ形、ＮＳ形ゴム輪を用いた。
　水密性調査では、呼び径250のＧＸ形ゴム輪
を用いた。

4.2　圧縮永久ひずみ率の調査方法および結果

　ゴム輪供試試片（幅20mm）を圧縮し（図5）、
54℃に保った恒温槽で静置した。所定の時間経
過後に開放し、開放30分後のゴム輪寸法を測
定し、圧縮永久ひずみ率を求めた。
　調査の結果、ＧＸ形ゴム輪の圧縮永久ひずみ
率は約40％であり、Ｔ形、ＮＳ形ゴム輪に比べ、永
久変形しくにいことが判った（図6）。

図5　圧縮永久ひずみ率の調査方法

図6　圧縮永久ひずみ率の経時変化

3.3　まとめ

　圧縮永久ひずみ率は、ゴムを圧縮状態から
解放した時に元の寸法に復元しない割合を示
す値であり、ゴム輪が水密性を維持するために
必要なゴム輪の圧縮永久ひずみ率（以下、許
容圧縮永久ひずみ率（Ａ）とする）は次式により
求められる。
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参考文献1）東京ガス株式会社導管技術開発センター他，
ダクタイル鉄管協会誌，第56号、pp.48-56(1994)

4.3　水密性試験方法および結果

　ＧＸゴム輪を接合状態で54℃に保った恒温槽
で静置した。
　所定の時間経過後に、水密性調査は図3と同
様の方法で継手部に水圧3MPaを負荷した状
態で5分間保持したが、すべての継手で圧力低
下や漏洩はなく良好な水密性を維持していた。

4.4　まとめ

　100年相当加熱促進した結果、ＧＸ形ゴム輪
はＴ形、ＮＳ形ゴム輪に比べ永久変形しにくく、
水密性調査では水密性に問題がないことが判
った。

5．おわりに
　今回の調査により、ダクタイル鉄管の継手の
ゴム輪は長期にわたり使用されてもその物性を
維持し、優れた水密性を発揮し続けることが判
った。また、100年相当加熱促進後のＧＸ形ゴム
輪が長期的に水密性能を保持できることを確認
した。
　以上のことから、ＧＸ形ダクタイル鉄管のゴム
輪は長期耐久性に優れていると言える。
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切管の施工方法やその注意点について教えて
ください。

　GX形直管の切管部には、直管受口接合用のＰ-Link、異形管受口接合用のG-Linkを

使用することで切管部における挿し口突部の形成が不要となります。1種管、S種管の

いずれも切管可能です。なお、エンジンカッター使用の際は、管軸に対して垂直に真直

ぐ切断してください。Ｐ-LinkおよびG-Linkを使用した場合の継手構造を図１、２に示し

ます。

　また、ＮＳ形と同様に施工現場で所定の溝切り加工を施し、挿し口突部を形成するた

めの切管用挿し口リングもあります。切管用挿し口リングを使用する場合、切用管は必

ず1種管を使用して下さい。

　切管端面または溝切部については、面取り加工を行い、ダクタイル鉄管切管鉄部用塗

料で塗装を行ってください。

図1　P-Linkを使用したGX形直管の継手構造
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図3　切管用挿し口リング

図2　G-Linkを使用したGX形異形管の継手構造

　P-LinkとG-Linkは真直ぐに取り付けてください。

　P-Linkは直管の挿し口（挿し口リングの代替品）という位置付けであり、屈曲させる

ことは想定していません。また、通常はP-Linkの押しボルトを締め付けることにより、P-

Linkと切管は真直ぐに接合された状態になります。

　異形管受口と切管挿し口の接合もG-Linkを用いて行う場合には、継手の構造により

曲がらないようになっています。

　ただし、継ぎ輪と切管挿し口の接合をG-Linkを用いて行う場合には、直管の継手部

と同様に曲げることができます※。

※管路の屈曲角は一箇所で集中して曲げるのではなく、数カ所の継手に分散すること

が好ましい。

P-LinkやG-Linkを取付ける場合に曲がっ
てしまっても良いでしょうか？
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既設管との接続はどのようにするか教えてく
ださい。

（1） 既設を切断し、GX形直管受口を接合する場合

（3） 既設を切断し、GX形異形管挿し口を接合する場合

（2） 既設を切断し、GX形直管挿し口を接合する場合

　既設管との接続において、既設管を切断する場合の主な例を表１に示します。

　その他の接続例については、技術資料「ＧＸ形ダクタイル鉄管管路の設計　ＪＤＰＡ Ｔ

５７※」を参照してください。

　なお、既設管との接続の場合には、新設側の継手一本分に必ずポリエチレンスリーブ

を被覆させてください。

※ 各種技術資料は日本ダクタイル鉄管協会ＨＰ（http://www.jdpa.gr.jp/）からダウ

ンロードできます。

表1　既設管を切断する場合の接続方法
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　このP-Linkは有効長が短く、ゴム輪と押輪をP-Linkに預けて接合することができな

いため、切管を異形管受口に接合する場合には使用することができません（図１　P-

Linkと異形管受口が接合できない理由を参照）。

　異形管受口と切管を接合する場合には、G-Linkを使用してください（図2　切管と異

形管受口の正しい接合を参照）。

　なお、切管用挿し口リングを用いる場合は、P-LinkやG-Linkを使用しません。

なぜP-Linkは異形管に接合できないので
しょうか？

図２　切管と異形管受口の正しい接合

図１　P-Linkと異形管受口が接合できない理由

P-Linkの受口と異形管との隙間が小
さく、接合時に押し輪、T頭ボルトナッ
ト、ゴム輪が預けられず接合できない。
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　支部便りは、協会各支部の活動内容を紹介するコーナーです。今回の支部便りは、来年日本水道
協会第８１回全国総会が旭川市で開催される北海道支部をご紹介します。

１．北海道支部の概要

担当地域：北海道
住　　所：〒060－0002　札幌市中央区北2条西２丁目４１番地（セコム損保札幌ビル）
　　　　　TEL：011(251)8710    FAX：011(522)5310
人員構成：支部長　相馬　英敏
　　　　職　員　稲垣　恵

協会ニュース 支部便
り（北

海道）

相馬支部長と稲垣さん

２．北海道支部歴代支部長

昭和４４（１９６９）年４月１日 北海道支部を北三条ビルに開設
昭和４４（１９６９）年４月１日 武光　小太郎　初代支部長に就任（～Ｓ49.7.1）
昭和４９（１９７４）年７月２日 黒地　政美　支部長に就任（～Ｓ60.7.31）
昭和４９（１９７４）年１２月３日 安田生命札幌ビルに移転
昭和６０（１９８５）年８月１日 岡本　成之　支部長に就任（～Ｈ11.5.31）
平成１１（１９９９）年６月１日 松見　紀忠　支部長に就任（～Ｈ17.5.31）
平成１６（２００４）年４月１０日 現在のセコム損保札幌ビルに移転
平成１７（２００５）年６月１日 土榮　紘一　支部長に就任（～Ｈ23.4.30）
平成２３（２０１１）年５月１日 相馬　英敏　支部長に就任（～現在に至る）

３．支部長談話

　本年５月に支部長として就任した相馬です。よろしくお願いいたします。
さて、平穏に迎えた2011年でしたが、3.11の「東北地方太平洋沖地震」、９月の台風で日本列島は、甚大な被害
を受けておりますが、被災地の1日も早い復興・復旧を願っております。
　水道事業に携わる方々は、災害の都度、安定的に「命の水」を供給できる水道システムのあり様を検証され、
その知見を基により良き水道施設整備にご尽力されていることかと思います。
　北海道支部では、水道事業体をはじめ、各ユーザーの皆様のお力になれるように、これまで協会で蓄積してき
た多様な技術情報の発信に努めております。
　皆様方からの相談・問合せ等何でも結構ですのでお寄せいただきたいと思います。
　お近くにお越しの時は、ご遠慮なくお立ち寄り下さい。細身の２人がお待ちしております。
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規格ニュース

ＪＤＰＡ Ｇ １０４９（ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管）

2. ＧＸ形管及びＧＸ形バルブ構造
2.1 ＧＸ形管

　直管

　ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管（以下、ＧＸ形管という。）は、呼び径75～250の耐地盤変動用の管として、

平成22年10月6日付けで制定した。また、平成23年4月1日付けでソフトシール仕切弁（以下、ＧＸ

形バルブという。）を追加して改正した。

1. ＧＸ形管及びＧＸ形バルブの特徴
1.1 ＧＸ形管

　ＧＸ形管は、ＮＳ形管と同等の継手性能〔伸縮
量：管長の±1％、離脱防止力：3Ｄ kＮ（Ｄは呼び径
mm）、許容屈曲角度：4°〕を有し、施工性の向上を
図るために直管はプッシュオンタイプ、異形管はメカ
ニカルタイプの継手とした。
　また、切管部の施工性の向上を図るために溝切
加工が不要なＰ-ＬｉｎｋとＧ-Ｌｉｎｋを規定した。
　さらに、長寿命化を図るために外面に耐食塗装を
行い、より経済的な対応ができるように狭い掘削溝
幅での接合が可能とし、外面耐食塗装によってポリ
エチレンスリーブレス化を図れるようにした。

1.2 ＧＸ形バルブ

　ＧＸ形バルブは、JWWA Ｂ 120（水道用ソフトシー
ル仕切弁）に準じたものとし、次の内容を変更した。

適用範囲　一般用とし、水道用以外にも広げた。
口　　径　呼び径75～250のみに限定した。
種　　類　3種（呼び圧力10Ｋ）のみに限定した。
継　　手　異形管の受口に合せてＧＸ形とした。
塗　　装　弁箱外面には耐食塗装を行い、下水

道に用いる場合の継手部内面の塗装
は液状エポキシ樹脂塗装とした。

2.2 ＧＸ形バルブ

※フックは、曲管、乙字管の挿し口側の管体部の左右2か所に

設ける。

※接合は、押輪が受口にメタルタッチすれば完了です。

　異形管

ゴム輪（Twin Bulb構造）

右回り開きの
キャップ

外ねじ式

内ねじ式
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●No.71
安全なおいしい水の安定供給を目指して-------------------------------------------------------------------------------------------- 内堀政行
日本最大規模のダクタイル鉄管製樋門の建設　吉野川水系・飯尾川第一樋門-------------------------- 山下久男
佐賀西部広域水道用水供給事業におけるS形ダクタイル鉄管の使用について ------------------------- 中島英憲
推進工法による樋門および遮水壁の構築について（呼び径26000mm遮水リング付き推進工法用ダクタ
　イル鉄管を使用して）--------------------------------------------------------------------------------------------------------竹中敬司・鶴崎秀樹
2001年芸予地震による水道管路被害調査結果 ---------------------------------------------戸島敏雄・大濱博保・嘉戸善胤
●No.72
柔構造樋門対応の推進樋管
遮水壁函体内築造工法を使用して -------------------------------------------------------------------------------------末吉正志・井上幸治
呼び径200mmFT形ダクタイル鉄管　水管橋の施工事例 ---------------------------------------------榮　富也・巽　文男
呼び径1800mmダクタイル鉄管による堀越送水トンネル更新工事 ---------------------------------------------- 小川信生
シリア・アラブ共和国ダマスカス市における漏水防止活動について------------------------------------------- 鈴木千明
●No.73
パイプインパイプ工法による工業用水道管路の更新工事-------------------------------------------鈴木　勉・山口浩司
総武トンネル湧水対策工事にダクタイル鉄管を採用して-------------------------------------------------------------- 秋山淳志
蹴上浄水場施設更新事業について -------------------------------------------------------------------------------------------------------- 松本博司
塩化第一鉄添加による下水圧送管の硫化水素対策--------------------------------------------------------------------------- 樋渡真澄
管路総合評価システムと配水管整備の考え方 ----------------------------------------------------------------------------------- 藤野恭裕
●No.74
地震時における配水幹線等の被害予測およびその対応について ------------------------------------------------- 林　哲矢
愛知中部水道企業団における耐震管全面採用の経緯について ----------------------------------------------------- 川本幸弘
長距離圧送管路、西川流域下水道におけるS形ダクタイル鉄管の採用 ---------------------------------------- 根本晋哉
ダクタイル鉄管製飲料水兼用耐震性貯水槽(呼び径1500mm)の設置について-------------------------- 濱崎幸一
水への決意(災害に強い水道づくり) ----------------------------------------------------------------------------------------------------- 中澤賢一
福岡市における技術研修の変遷と「水道技術研修所」の創設 --------------------------------------------------------- 岡　　巌
●No.75
エポキシ樹脂粉体塗装管の導入について
                 ―掘り上げ調査による耐久性評価と水質面における効果― --------------------------------------- 芝田至弘
熊本市水道局における内面エポキシ樹脂粉体塗装管の小口径全面採用の経緯について
　～性能比較と費用対便益試算～ -------------------------------------------------------------------------------------園田　実・中島博文
名古屋市におけるエポキシ樹脂粉体塗装管の採用--------------------------------------------------------------------------- 林　哲矢
海水淡水化施設(国内最大規模)と内面粉体塗装ダクタイル導水管---------------------------------------------- 黒田英俊
土地区画整理事業におけるエポキシ樹脂粉体塗装管の採用事例 ------------------------------------------------- 西川　暁
会津若松市における鋳鉄管路の診断について ----------------------------------------------------------------------------------- 芦澤保彦
2003年十勝沖地震における水道管路被害調査結果概要 ----------------------------金子正吾・鉛山敦一・戸島敏雄
●No.76
高機能ダクタイル鉄管採用の経緯 -------------------------------------------------------------------------------------山下幸夫・江原正光
事業体間緊急時用連絡管（ＮＳ形呼び径400）布設工事について --------------------------------------------------- 分部秀樹
臼木市上下水道課における高機能ダクタイル鉄管採用の経緯について薬師寺満・小坂郡師
熊谷市水道部における内面エポキシ樹脂粉体塗装ダクタイル鉄管採用の経緯-----田島英之・神沼直樹
北九州・香春緊急時用連絡管整備事業における高機能ダクタイル鉄管の採用-------下原良信・古賀辰久
●No.77
水道事業ガイドラインの活用（大規模事業体における事例）
札幌市水道局 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 木村英世
仙台市水道局 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 田元克実
東京都水道局 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------佐々木宏章
横浜市水道局 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 林　秀樹
名古屋市上下水道局----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 石川美直
京都市上下水道局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 吉田重光
大阪市水道局 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 安藤朝廣
神戸市水道局 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 安藤伸雄
広島市水道局 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 宮本　晃
福岡市水道局 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 山本高志
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水道事業ガイドラインの活用（各地域における事例）
釧路市上下水道部 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------野下一雄
秋田市上下水道局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------大渕　廣
塩竈市水道部 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 佐々木栄一
横須賀市上下水道局----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 経営戦略担当
富山市上下水道局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------住田　勤
高岡市水道局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------鷲塚正吉
豊中市水道局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------榎本弘志
松江市水道局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------宅和勝美
徳島市水道局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------福成照夫
宮崎市上下水道局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------川崎　守

財政計画と水道事業ガイドライン
福島市水道局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------今泉　繁
尼崎市水道局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------藤川芳伸

水道管路整備と水道事業ガイドライン
小樽市水道局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------平川　徹
静岡市企業局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------近藤徳司
熊本市水道局 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------坂田憲盟

水道広域化と水道事業ガイドライン
水道事業の再編・統合と今後の課題 ----------------------------------------------------------------------------------------------------熊谷勝弘

●No.78
ダクタイル鉄管ＵＳ形カーブ推進工法の施工事例----------------------------------------------------------------------------- 爪川博夫
さいたま市水道局における施設設備更新と老朽管更新事業 ---------------------------------------------------------- 島崎　肇
川越市における管路更新の考え方について -------------------------------------------------------------------------------------- 飯島　茂
費用対効果分析を活用した水道老朽管更新計画 ----------------------------------------------------------------------------- 河口多吉
鯖江市における老朽管更新事業について------------------------------------------------------------------------------------------ 田中憲男
名古屋市における送配水幹線の更新優先度の定量評価について ----------------------------------------------- 小島　昇
豊中市水道局における施設整備の取り組みについて---------------------------------------------------------------------- 片羽正俊
管路更新計画の策定について-------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 西山淳作
高松市における配水管更新優先度順位検討------------------------------------------------------------------ 多田弘二・遠藤智義
将来管網における機能評価を考慮した管路整備計画案の検討 ----------------------------------------------------- 松山満幸

●No.79
地域水道ビジョンと管路施設整備
帯広市上下水道部 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 辻田克己
石狩市水道部 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 下野　進
八戸圏域水道企業団-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 大久保　勉
盛岡市水道部 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 山崎博也
田野畑村 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 産業振興課
秋田市上下水道局 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 大渕　廣
鶴岡市水道部 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 白幡　均
郡山市水道局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 佐藤満夫
宇都宮市上下水道局------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 関口修二
さいたま市水道局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 下村政裕
越谷・松伏水道企業団---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 須賀清光
千葉県水道局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 三浦　明
八千代市上下水道局------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 氏家　稔
横須賀市上下水道局------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 金井愼司
静岡市企業局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 近藤徳司
岐阜市上下水道事業部 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 北川哲美
鈴鹿市水道局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 水野孝夫
彦根市水道部 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 塚田勇三
大津市企業局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 中尾英敏
長岡京市上下水道局------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 板杉保英
高槻市水道部 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 山崎文雄
岡山市水道局 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 永野秀樹
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●No.80
100年の歴史
函館水道100年と管路整備 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 天満茂夫
下関市水道事業100年の歴史とダクタイル鉄管との歩み ----------------------------------------------------------------- 白石則仁
ダクタイル鉄管の50年
耐震管の採用と評価について----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 大久保 勉
東京水道の沿革とＵ形ダクタイル鉄管の採用 --------------------------------------------------------------------------------------- 秋山 茂
配水管整備におけるＰＩＰ工法と今後の水道事業の取り組みと課題------------------------------------------ 吉田重光
ダクタイル鉄管これからの100年
稚内市水道事業の現況と耐震化への取り組み ------------------------------------------------------------------------------------ 野川弘昭
釧路市における配水管の管種について--------------------------------------------------------------------------------------------- 小田嶋武雄
実管路において長期間埋設された外面ポリエチレンスリーブ装着管の評価----------------------------- 中村郁也
旭浄水場更新工事における大口径ＮＳ形管の採用と経緯について-----------------------------------森下 明・芝大悟
呼び径800ＰＮ形ダクタイル鉄管によるパイプインパイプ工法 ---------------------------------------------------- 松尾新太
巨大タンクから原水を安心して運ぶダクタイル鉄管呼び径500ＮＳ形管の採用と経緯について　　　
　　　　　　　　　　　　　　　 --------------------------------------------------------------------------------------------------------- 宮良長欣
● No.81
横浜市のおける技術の継承・人材育成 -------------------------------------------------------------------------------------------久保田　照文
豊川市の水道事業と水道管路施設の耐震化について ------------------------------------------------------------------- 白井　忠好
大阪市水道局における技術の伝承と人材育成について --------------------------------------------------------------- 速水　義一
阪神水道企業団の管路整備 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 三島　和男
平成１９年能登半島地震における水道管路の被害について　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　 ----------西槙伸充・川原　聡・高橋新平・大濱博保・森田真子・荒川範行
平成１９年新潟県中越沖地震における水道管路の被害について　　　
　　　　　　　　　　　　　　　 ----------打越　聡・森田真子・辻　研吾・香川崇哲・山根秀二・荒川範行
● No.82
札幌水道初のシールド内配管（呼び径1500ＵＳ形ダクタイル鉄管）の布設について ------------ 木下　新一
仙台市水道局における耐震化計画について ---------------------------------------------------------------------------------------- 江戸　哲
「ポリエチレンスリーブ」に関する共同研究 --------------------------------------------------------------------- 森川智之・古屋泰徳
川西市水道事業における水道管路の耐震化について ------------------------------------------------------------------- 肥爪　重信
分散型耐震貯水槽Ｕ字タイプ（呼び径2600ｍｍ，300m3）の施工について------------------ 弘田卓也・宮田昌和
玄界島復興事業における配水管耐震化について---------------------------------------------------------------------------- 吉岡　信茂
ポリエチレンスリーブの実管路における長期防食性能 ----------------------------- 清水宏明・宮田健司・船橋五郎
● No.83
苫小牧地区工業用水道改築事業における耐震継手ダクタイル鉄管の採用について
　　　　　　　　　　　　　　　 -------------------------------------------------------------------------------------- 村上聖志・金子幸正
十日町市上水道事業耐震化計画について----------------------------------------------------------------------------------------- 貴田　幸吉
名古屋市水道の新たな大動脈、その完成に向けて～春日井送水幹線布設における技術上の取り組み～
　　　　　　　　　　　　　　　 --------------------------------------------------------------------------------------------------------- 高見　亨
管路の耐震化とＮＳ形改良ゴム輪の採用について------------------------------------------------------------------------ 柴田　教人
京都市水道事業における管路の更新と耐震化について --------------------------------------------------------------- 鈴木　秀男
平成２０年岩手・宮城内陸地震における水道管路の被害について
　　　　　　　　　　　　　　　 --------- 飯出　淳・小渕清志・山根秀二・林　昌信・打越　聡・荒川範行
● No.84
室蘭市における基幹管路の耐震性向上について―ＮＳ形ダクタイル鉄管呼び径500の採用について　
　　　　　　　　　　　　　　　 -------------------------------------------------------------------------------------------------佐藤　肇ほか
さいたま市における管路の耐震化対策とダクタイル鉄管の採用事例-------------------------------------- 有吉　寛記
埼玉県営水道における管路更新の検討方針について ------------------------------------------------------------------- 栗原　哲男
管路整備へのアセットマネジメントの適用について ---------------------------------------------------------------山崎　弘太郎
呼び径250ＦＴ形水管橋の施工について（ダクタイル鋳鉄製単独水管橋） --------------------------- 牟田　義次
岡山市水道事業における管路更新について ------------------------------------------------------------------------------------ 宗友　信夫
● No.85
堺市の施設整備改良事業計画における老朽管更新と耐震化の考え方-------------------------------------- 村井　昌利
福井市における管路更新及び耐震化計画について―災害時に強い水道を目指して ------------ 渡辺　優治
泉佐野市における配水管路更新の検討について---------------------------------------------------------------------------- 植野　雅人
広郷浄水場緊急整備事業について ----------------------------------------------------------------------------------------------------- 小野　政道
日比谷共同溝内呼び径2200雨水管きょ布設工事について----------------------------------------------------------- 安田　茂人
ＮＳ形ダクタイル鉄管（呼び径500）による橋梁添架管の施工について ------------------------------- 杉山　洋介
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●No.86
水道事業持続への展望　～人づくりとものづくり～ ------------------------------------------------------------------- 大沼　博幹
緊急貯水槽の設置について・－災害に強い水道を目指して－ -------------------------------------------------- 岩田　康幸
小規模事業体でもやればできるアセットマネジメント
　　　　　　―矢巾町水道事業の実践から― -------------------------------------------------------------------------------- 吉岡　律司
国営農業水利事業における地すべり地帯へのＮＳ形ダクタイル鉄管適用事例--------------------- 三浦　耕三
中能登町における水道事業の課題と施設整備計画について----------------------------------------------------------- 中村　中
西宮市水道施設整備計画とアセットマネジメントを取り入れた老朽管更新の考え方-------- 山崎　勝博
基幹管路の更新と耐震化検討　―名護～本部送水管について― ---------------------------------------------- 東恩納　宏
●No.87
「安らぎと潤い、豊かな暮らしを支える水道」の実現に向けて -------------------  仙波　聖梧・伊藤　幸治
横浜市水道局の新たな老朽管更新（耐震化）計画について------------------------------------------------------- 鈴木　雅彦
急傾斜地における屈曲配管された既設管内へのパイプインパイプ工法
　　　　　　　（呼び径600ＰＮ形） ----------------------------------------------------------------------------------------------- 渡邊　紀喜
宝塚市水道事業におけるアセットマネジメントを考慮した管路更新の考え方について　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　 ----------------------------------------------------------------------------------------------------- 岩城　博昭
山形市における停留式耐震貯水槽（災害対策用小型造水機併用）の採用事例について
　　　　　　　　　　　　　　　 ----------------------------------------------------------------------------------------------------- 阿部　博康
災害に強い水道を目指して　～耐震貯水槽の設置～ ------------------------------------------------------------------- 川副　直文
●No.88
大阪市水道局における事業継続計画（BCP：Business Continuity Plan）の策定について
　　　　　　　　　　　　　　　 ----------------------------------------------------------------------------------------------------- 相良　幸輝
嵐山町における新耐震管GX形ダクタイル鉄管の採用と管路耐震化に向けた取り組みについて　　　
　　　　　　　　　　　　　　　 --------------------------------------------------------------------------------------------------------- 栗原　淳
新耐震管GX形ダクタイル鉄管の施工について ------------------------------------------------------------------------------ 高橋　尚子
室蘭市における呼び径100GX形ダクタイル鉄管の採用事例について -----------------岩上慎二・中田　悠樹
信頼性の高い水道構築・次世代に継承していく木津川市水道を目指して ----------------------------- 池田　元次
京都市新山科浄水場導水施設の耐震化について---------------------------------------------------------------------------- 盛田　茂樹
2011年東北地方太平洋沖地震での地盤変状及び水道管路被害状況調査結果
　　　　　　　　　　　　　　　 ------------日本ダクタイル鉄管協会東日本大震災復旧・復興対策本部
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大阪市中央区南船場4丁目12番1 2号（小西日生ビル11階）
電話06（6245）0401～2 ＦＡＸ06（6245）0300
札幌市中央区北2条西2丁目4 1番地（セコム損保札幌ビル）
電話011（251）8710　　　 ＦＡＸ011（522）5310
仙台市青葉区本町 2 丁目 5 番 1 号（オーク仙台ビル）
電話022（261）0462 　　　 ＦＡＸ022（399）6590
名古屋市中村区名駅 3 丁目 2 2 番 8 号（大東海ビル）
電話052（561）3075　　　 ＦＡＸ052（433）8338
広島市中区立町2 番 2 3 号（野村不動産広島ビル8 階）
電話082（545）3596　　　 ＦＡＸ082（545）3586
福岡市中央区天神 2 丁目 1 4 番 2 号（福岡証券ビル）
電話092（771）8928　 　　 ＦＡＸ092（771）8928
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● 日本では、水道の水が当たり前のように蛇

口をひねれば出ます。この国民の生活を支え

ているのが全国の水道事業体職員です。東日

本大震災が発生後、今までの私たちの生活が

いかに多くの人に支えられていることを実感し

ました。また、電気よりも水、まず水道がないと

何もできないと実際に被災された東北学院大

学の吉田教授のコメントは、心に響くものがあり

ます。また、仙台市の高橋管理者が「これまで

の耐震化の取り組みを着実に実施してきたこ

とが早期復旧に役立った。」このコメントは多く

の事業体が耐震化を進める上で参考にできる

ものです。

● 国会で水道の耐震化を取り上げられた武

内則男議員に特別インタビューを実施しまし

た。高知市水道局時代のＳⅡ形ダクタイル鉄

管の出会いの話、管路の耐震化、水道への熱

い想いを聞くことができました。

● 現地探訪は、全国総会開催地の北九州市

で橋本総務経営部長にインタビューさせていた

だきました。今年、創設１００周年を迎えられた

北九州市の水道が過去の渇水で苦労された

話を聞くことができました。また、１００周年記念

で水道局が実施しているイベントや街の魅力

を紹介していただきました。




